
3款　2項　2目

【会計】介護保険特別会計

3款：地域支援事業費　2項：介護予防事業費　2目：一次予防事業費

36

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

1,596千円 1,181千円 739千円 2,393千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 報償費

　　　 講師謝礼 250千円 介護予防ボランティア養成講座講師謝礼

9 旅費

普通旅費 15千円 職員の出張に要する交通費

11 需用費

消耗品費 45千円 介護予防ボランティア養成講座関係資料代

食糧費 1千円 介護予防ボランティア養成講座講師食事代

19 負担金補助及び交付金

地域介護予防活動支援事業補助金 5,598千円

5,909千円

【活動指標・成果指標】　

合計

研修等実施回数 15回

ふるさと体操実施回数 600回

指標名 平成29年度計画値

担当所属 高齢者福祉課

予算要求額
（財源内訳）

5,909千円

平成29年度　当初予算要求事業内容説明書

第1章　思いやりと希望にみちたまちづくり

事業 地域介護予防活動支援事業

基本施策4　高齢者支援の充実

施策2　介護予防を推進します

事業の目的

年齢や心身の状況等によって高齢者を分け隔てることなく、誰でも一緒に参加することにできる介護予防活動
の地域展開を目指して、介護予防活動等のボランティアを養成・育成すると共に、高齢者が主体となって介護
予防に取り組む通いの場等の活動を支援します。

地域で自主的に介護防活動に取り組む市民団体への補助金（60
団体）

事業の概要

介護予防活動等のボランティア（介護予防リーダー、佐倉わくわく体操サポーター、頭すっきり若返り教室サ
ポーター、認知症予防活動支援員）を養成・育成するための研修を実施します。 また、地域において高齢者が
主体となって介護予防に取り組む通いの場等の活動を支援します。

事業の効果

地域おいて介護予防活動が活発に行えるようになることで、高齢者が参加しやすい環境を整えることができま
す。また、高齢者が主体となって介護予防に取り組む通いの場等の活動を通じて、生きがいや役割を持って
いきいきと生活できるようになり、要介護状態に陥ることを抑制します。

節 説明



佐倉ふるさと体操の認知度 30%

介護予防事業の認知度 30%

ボランティア登録数 125人


